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により間接的に評価可能と考えられる。そこで、我々は、学童期の ADHD 患者における MPH 投薬前
後の報酬系の脳神経基盤を fMRI により評価し、その治療効果の検証研究を進めた。その結果、未治療
の小児 ADHD 患者と健常者の比較解析から、ADHD 患者において金銭報酬獲得時の視床の賦活度が有










学童の 5～15％に出現する ADHD 患者では、報
酬系の障害による報酬遅延や報酬への感受性、な
らびにドパミン神経系の異常が認められている。




















【対象】DSM-IV-TR に基づき ADHD と診断され





【方法】既報（Izuma, Neuron 2008）の Monetary 
Incentive Task による報酬系課題を被験者に遂行
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